
-
d
-

o

，
 

宮

Ji--
退
院
更
正
時
期
白
押
な
ど

-二
回
宣

J

-J
J
h
E
E
-
-
3
3
4
コ
:

一打
盟
義
震
工
牛
を
馨
義

「

し

ぎ

間

間

賞

河

ノ

一
4
3
3
:領
恒
三
側

-
第
三
十
五
固
定
例
町
議
官
A
-せ
致

し

ま

す

@

一

生

六

十

六

方

入

千

間

十
=
月
=
十
四
日
午
前
十

一
時
一
密
集
第

一
蟹
第
周
囲
温
空
脅
年
愚
級
建
管
費
甑
で

す
荒
分
か
ら
町
役
場
曾
験
漕
に
一
更
正
予
算
位
、
既
定
強
算
八
一
金
五
万
八
千
回
増

於
て
開
催

-

一

0
・
世
田
九
、
三
=
o
国
主

'
這
支
出
金

コ

昭
和
二
十
八
年
度
今
金
町
一
割
L
、
今
回
申
追
加
額
が
六
一
都
市
計
鹿
街
路
棋
託
官

設
入
設
出
這
加
耳
障
算
ハ
傍
目
一

二

三

、
o

z
ニ
箇
で
計
三
交
付
金
凶
七
万
闘
培

由
ν

に
つ
い
e

て

了

。
、
九
四
丸
、
L
F
=
-
O
也
、を

お

計

費

楕

-P王
国

v

--
、
土
地
寄
附
採
納
に
つ

い
主
一
な
ら
ま
し
た
・

J

一
・
道
路
改
良
事
築
費
稀
助
一

=
可
有
給
史
員
削
怒
軒
川
園膏給
一@

援

丸

一

調

、
央
集
針
策
事
勢
費

現
金
請
族
扶
助
掛
傾
倒
申

-
一
v
町
琵
三
分
作
未
高
田
国
一
一
辺
六
静
穏首相日
E
V
補
助
十
五

件盟
酬
を
政
一
止
す
る
鋒
例
制
定
に
一

加
に叫
到
す
る
割
程
E
R
E
H
帯
設ぷ

万
割
増

-

Y

つ
い
て

、

一

事
百
分
竺
了
七
生
百
分
申
一
v
寄
附
金
一
般
穿
寄
附
界
一

回
、
有
給
吏
虫
剤
罷
軒
溢
職
給
一
一
・
誌
に
引
下
げ
る
.
こ
由
一

，
万
八
守
岡
培

興
企
遺
族
扶
助
軒
時
例
第
五
一

た
め
一

・
一
三
七
・
0
0
0一
v
雑
技
ス
殺
霊
物
採
説
続

攻
邸
時
特
例
自
制
定
に
つ
い
一
匹
目
滋
額
と
な
る
。
一
閥
、
自
動
指m
貸
付
制
を

て

一
v
地
方
財
政
平
償
交
付
金
一
七
万
釘
計
十
万
回
記
加

王
、
階
場
位
閉
新
昨
回
目
-
部
一

ニ
、
七
七
九
、

0
0
0
阻
む一

v
町
、
慣

を
政
王
寺
川
忌
惨
事
国
国
定
に
つ
一
泊
加
一で
二
千
四
百
七
十
七

い
玄

'

『
九
千
阻
と
な
る
。

六
、
今
金
町
膏
犬
眠
討
篠
例
制
一
・
使
用
軒
及
手
慰
新

一

症

に

つ

い

て

一

火

欝

場

使

用

制

一
万
二
千

七
、
国
定
賢
霊
園
師
事
引
下
げ
に
一
温
加

つ
い
て

'

一
v
図
庫
支
出
金

九
、
火
葬
場
使
用
飯
例
制
制
定
に
一
災
害
関
係
回
庫
負
担
金

つ
い
て

一

三
千
阻
場
円
目
名
川

九
件
に
つ
い
て
容
積
.
午
一
川
、

T
n
a
N
イ
マ
ヲ

γ
工
事

γ

-(妻鹿17鋭) .~鰐~年12月お日設行

， 

町
久
畦
三
王

女
郎
氏
か
ら
、一

'
山
排
出
町
一
一
一
友
人
畝
掴
被

用
窓
珠
湾

・
況
時
制
}
一
五
世
官

霊
絡
一
品一反

一
畝

二

歩
，二

戸容
院
中
庫
出
品
b
・
採
納
す
一

る
こ
と
に
決
定

、

ア

-
見
輩
語
品
脚
質
入

失
禁
封
刷
用
事
業
費
三
六
万
一

千
匹
培

V
保
他
儒
生
賞

、

隅
際
病
音
質
二
千
王
宮
邸

-

a

h
一
保
健
衛
隼
費
六
万
・
乱
手
加
減

出

，
、
・

一
マ
藍
富
樫
植
田
費

一

ヘ

-v
務
省
費
鴇
長
曾
負
担
金
七
一
農
業
委
潰
曾
費
二
九
万
旬

千
四
追
加

-

v

一
間
浩

正

ー

，
設
省
費
職
同
同
質
ニ
=
-
芳
七
一
土
品
改
品
費
三
ぷ
万
四
千

千

圏

追

加

一

理

V
世官
察

消

防

費

一

e
財
霊
費
十
四
万
七
千
凶
靖

-
普
崇
費
十
三
万
四
千
圏
培
一
-v
蔽
計
開
査
費
-

南
防
費
入
万
七
一

一V
選
挙
費
三

別 運動11特貯1蓄議;末
、

司.時

句

戸

市

、
』、ー，

， 
~ー -



ら
な

い

ご

九

月
十
抗
日
現
犯
で
滞
製
い
一
』じが
、
そ
れ
以
縄
県
年
の

k
一一

h

弘
週
た
攻
守
ピ
、む
ま
と
た
ほ
明
日
r
ud
r
喜
一
れ
れ
れ
れ
れ
ロ
ー
サ
一
号
訪
れ
れ
刷
会
け
い
て
パ
の
T

1
1一
け
い
市
川
一誠
一

F
主
iT4
、

一一
日
川
口
語
辞
一=一捻れればれれ十一一
一こ
れ
れ
い
れ
計
十
号
。一

火
事
;
ー

e

犬
に
tL
EJ臨
仰
は
直
F、
開

局

山

仰

を

一

わ

川

正

日
目
立
月
一
一
+
目
で
崎
宏
い
た
し
ま
L
一
義
人
員
駄
は
次
回
通
ら
で
す
一

b
A
M
訳出

一

一き
た
空
白
で
ず
e

お
む
よ

主
析
し
〈
町
で
位
、

L
ar
-
35
Leい摺
そ
占
内
必
要
町

雪

t
一節

~
m
d
1・M
第

一

羽

生

一ば
U

弘
法
一議

呪
骨

官
三
室
六
帯

Eつ
横
山
例
を

一

向

的
で
飼

Z
'る
犬
で
二

・
と
る
こ
と
を
命
ず
る
仁
と
が
一

告
に
さ
Z
L
K
1
文
世
間
百

一分
注
意
し
て
主
eい
い

d

同
意

い
土

ま

し

勺

一

所

至

宝
仕

草

寺

内
主

JZ
る

一句

f
u-
-、
臨時第
時
の
隔
世
慢
に
よ

A
A唱

一

ε

々

と
の
帽
例

Z
2
・

2
一
ご

て

れ

2高
育

Z
一2

も?〈主記三白詰
窃
雲
宵
喜
岩
す量
品
前
項
旦
一
帝
に室
涼

2皮
1台
だ
ず
↑
にEほ
、三
，」三ニ

一す。一
1，zP
品必立苔凡怠怠事事芝-巳
ι椴翌え
ιA

揖挽酢昨重
Lhhhが
、
.
時
に
こ
申
山
傑
時
一

句F
Uιι
い
う
しνN
由?'

咽
に
晴

mH疋
t
ι
h円塙
A今
円
世
閉
尉
が
一
4

一
い
ヨ

官

ぜ

，

一
を
暗
略
惜
行
1

己L
た
い
と
き
は
、守‘
町
一
士
持
』
主，
る
。

て
お
く
習
慣
乞
つ
け
占

現
用
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
ま
在
一
=
還
を
と
は
車
問
犬
以
外
一
晃
に
行
政
代
執
行
告
の
例
に
一

円
引

き

1
一バ
〈
の
ホ
がよ

こ
の

5
2主
主

、
』

の

イ

ヌ

主

い

う

一

i

?

E

t

f

第

入
?

一
の

宮

町

施

行

に

漕

し

と

め

た

省

主

九

謀
壌
に
な
ら
な
い
主
主
企

一
二
家
ち
〈』

と
出
牛
零
一
代
わ
っ
て
行
う
こ
と
古
で

J

闘
し
必
要
白
書
は
町
長
こ

h

り
宮

Z
J
↑
一

御
時
窓

τ
き
る
主
う
ど
聞
い
妥
一

‘
め
ん
卒
、
山
羊
及
び
豚
金
一
る

e

f

-
-
f
'
ョ

一

、

、

お

よ

し
ま
す
@
な
さ
世
襲
の
点
が
晶
一

ρfe

で
仏
野
ぜ
穏
と
う
U

一
れ
を
定
め
る
《

L
、
-
ず
ん
e
l
Eさ

ら
ま
し
た
ら
、
町
厚
生
係
へ
街
一
ぺ
膏
食
品
胞
の
雪
崩
山田
v

一

智

吾

臨

町

長

は

必

要

が

あ

る

一

附

副

-

0
・
街
築
庭
内
喝
犠
/
・

問
合
せ
下
さ
い
。

T
第
一
}
一
係
脅
m

一司

、
、
又
は
家

主

と
認
め
た
と
き
は
、
空
会畑一

ニ
訂
慌
日
開
は
・
公
布
の
目
ー品

目

皆
様
〆
火
の
元
世
寺
戸

心

誠

司

鴎

及

町

一

L
Z
U
F品
土

手

と

む

仔

む

官

吋

υて
強

行
す
る

書

下
さ
い

i
u

一
位
書
士
呉
~
た
と
き
時

一
行
:
す
る
と
き
は
・

2
一

i
よ

…
~
町
ぺ
』
の
際
例

F-

そ
の
き
へ
の
釘
宵
者
間
す
み
判
じ
ま
E
E
-
-
て
、
土

ふ

み

℃

常時
制
法
に

5
2

ョ

中

Jhrけ
い
号

Z
…惜
早
適
品
島
田
期
間
及
び
芸
棋
を
定
め
て
一

息
苦

外

・

帝

犬

及

び

立

福

良

ι講
じ
、
そ

の
冒
生
そ
田
直
域
内
白
布

4
4へ
d
飼

d
!?

人
寄

金

田

池

田

町

長
に
届
け
出
た
H
れ
ば
な
育
者
に
常
該
期
間
中
そ
由
鈎

育
支
は
管
出

r
Aち
く
元
自
一

ゆ
い
留
主
命
じ
な
け
れ
ば
な
一

ら
な
い
』

一J

争
、
.
一

前
項
目
期
間
中
に
お
い
て
一

閃
い
d
zれ
て
い
な
い
イ
三

は
ち
〈
大
え
あ
る
こ
と
が
問

司

v

h
v
m
M

. 

tbマ宮ニ
Os4 

疫
課
医

五雪
京
区

t • • '

五d' 
• t > L ， 

護

4・

君登

録 ，)

美
利
河

花

石

中

皇

回

住

吉

七六

J¥. 

櫨

目1II

光

)11 

0' 
L夜/;:
b民壬，箆霊 fな£主
Aめ0-司火る拒紡右令
ま、前叩.

L犬 tにζ」ぷ去
r 完芳7
う由も，，-/

入

束

入

己 ‘

十九

b 

O

M
(
葺
t
J
容
品
に
入
れ

こ
と
A

「
石
狩
で
す
。

プミ

。
望;tこ
-'，乙 ・家
~逗 O
~' く 前
力。
し

四
回





‘ や


